


１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。

問１．封筒のあて名のお子さんの生年月日をお伺いします。

生年 件数 割合（％）
平成8年生まれ 36 10.53
平成9年生まれ 56 16.37
平成10年生まれ 62 18.13
平成11年生まれ 53 15.50
平成12年生まれ 64 18.71
平成13年生まれ 57 16.67
平成14年生まれ 14 4.09

合計 342 100.00

①対象児童及び兄弟の年齢
子の年齢 人数 割合（％）

０歳 1 0.15
１歳 1 0.15
２歳 0 0.00
３歳 0 0.00
４歳 0 0.00
５歳 0 0.00
６歳 25 3.79
７歳 61 9.26
８歳 61 9.26
９歳 89 13.51
１０歳 92 13.96
１１歳 84 12.75
１２歳 62 9.41
１３歳 34 5.16
１４歳 43 6.53
１５歳 33 5.01
１６歳 22 3.34
１７歳 15 2.28
１８歳 10 1.52
１９歳 8 1.21
２０歳 8 1.21
２１歳 7 1.06
２２歳 3 0.46

合計 659 100.00

②世帯別子供の人数
子の人数 世帯数 割合（％）

１子世帯 90 26.32
２子世帯 187 54.68
３子世帯 51 14.91
４子世帯 13 3.80
５子世帯 1 0.29
記載なし 0 0.00

合計 342 100.00

問２．あて名のお子さんを含め、すべてのお子さんについて平成２０年４月１日現在の年齢をご記入下
さい。年長のお子さんから順にご記入下さい。
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①全体
世帯状況 件数 割合（％）

父母同居 285 43.38
父同居（ひとり親） 12 1.83
母同居（ひとり親） 40 6.09
祖父同居 38 5.78
祖母同居 68 10.35
祖父近居 87 13.24
祖母近居 101 15.37
その他親族同居 12 1.83
その他 14 2.13

合計 657 100.00

②父母同居世帯のうち、祖父母同居又は祖父母近居である世帯
世帯状況 件数 割合（％）

祖父同居 26 9.96
祖母同居 54 20.69
祖父近居 83 31.80
祖母近居 98 37.55

合計 261 100.00

③ひとり親家庭（父同居又は母同居）のうち、祖父母同居又は祖父母近居である世帯
世帯状況 件数 割合（％）

祖父同居 12 36.36
祖母同居 14 42.42
祖父近居 4 12.12
祖母近居 3 9.09

合計 33 100.00

件数 割合（％）
主に父親 12 3.51
主に母親 319 93.27
主に祖父母 5 1.46
その他 6 1.75

合計 342 100.00

問３．あて名のお子さんと同居・近居（概ね３０分以内程度に行き来できる範囲）の状況について、あて
はまる答えの番号すべてに○をつけて下さい。続柄は、あて名のお子さんからみた関係です。

問４．あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号１つだけ
○をつけて下さい。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。
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問５．お住まいの地区としてあてはまる答えの番号１つだけ○をつけて下さい。

地区 世帯数 割合（％）
中央 10 2.92
宝来 22 6.43
恵比須 15 4.39
ノシャップ 2 0.58
富士見 2 0.58
港 16 4.68
大黒 15 4.39
潮見 15 4.39
はまなす 10 2.92
緑 65 19.01
こまどり 26 7.60
栄 29 8.48
萩見 28 8.19
末広 17 4.97
開運 0 0.00
富岡 23 6.73
朝日 16 4.68
若葉台 5 1.46
声問 6 1.75
その他 20 5.85

合計 342 100.00

※その他の内容 宗谷6件、宗谷岬2件、沼川2、富士見2件
西浜、清浜、恵北、天興、曲淵、抜海、上勇知、下勇知、各1件

件数 割合（％）
１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる 126 31.42
２．緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる 143 35.66
３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 22 5.49
４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 56 13.97
５．いずれもない 54 13.47

合 計 401 100.00

問６．日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか？あてはまる答えの番号すべてに○をつけて下
さい。
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件数 割合（％）
１．祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない 179 62.37
２．祖父母の身体的負担が大きく心配である 28 9.76
３．祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 25 8.71
４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 44 15.33
５．その他 11 3.83

合 計 287 100.00

※その他の内容 ・母親の姉に預かってもらっているので問題ない。
・母親の妹に預かってもらっている。
・母親の兄弟同士で預けたり預かってもらっているので問題がない。
・障害があるので、できれば専門的な場所がほしい。
・友達と遊んでいるので問題がない。
・子どもは留守番ができるので問題がない。

件数 割合（％）
１．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 39 48.75
２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 3 3.75
３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 13 16.25
４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 23 28.75
５．その他 2 2.50

合 計 80 100.00

※その他の内容 ・最近は預かってもらうことはまったくないが、困ったときに預かってもらえる友人
がいることは心強い。
・本当の緊急時以外は預けないようにしています。
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問６－２．友人や知人に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号す
べてに○をつけて下さい。

問６－１．祖父母に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべて
に○をつけて下さい。
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２．封筒のあて名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。

（１）　父親　【母子家庭の場合は記載不要です】

１．就労している（フルタイム就労：但し、育児休業中・介護休業中は含まない）

件数 割合 件数 割合
0 0.0 3 1.1
4 1.4 16：00～16：59 5 1.8
6 2.1 17：00～17：59 37 13.1
21 7.4 18：00～18：59 80 28.4
42 14.9 19：00～19：59 70 24.8
48 17.0 20：00～20：59 32 11.3
119 42.2 21：00～21：59 15 5.3
5 1.8 22：00～22：59 7 2.5
1 0.4 23：00～23：59 4 1.4
6 2.1 24：00～ 4 1.4
3 1.1 25 8.9
27 9.6 282 100
282 100.0

２．就労している（フルタイム就労だが現在育児休業中・介護休業中）
３．就労している（パートタイム・アルバイト等）

件数 割合 件数 割合
1 33.3 1 33.3
2 66.7 2 66.7
0 0.0 0 0.0
3 100 3 100

件数 割合

希望がある 3 100

希望があるが予定はない 0 0.0

希望はない 0 0.0

記載なし 0 0.0

合 計 3 100

４．以前は就労していたが、現在は就労していない
５．これまでに就労したことがない
６．記載なし　（うち３６件は母子世帯）

合 計

282 82.46

2 0.58

件数 割合（％）

１週間当たりの平
均の就労時間
は？

働いている日の
平均的な帰宅時
間は？

～15：59
時間

60～69時間
70～79時間
80～89時間

100時間以上

1

0.88

2.63
0.29

9

記載なし
合計

3

30～39時間
20～29時間

5日
記載なし

3日
日数

10～19時間
9時間以下
記載なし

合計

３時間
６時間

342

時間

90～99時間

時間

記載なし

１日当たりの就労
時間は？

50～59時間
40～49時間

合計

１週間当たりの就
労日数は？

100.00

合計

問７．現在の就労状況（自営業、家庭従業者含む）をお伺いします。あてはまる答えの番号に１つだけ
○をつけて下さい。併せて【　】に数字の記入をお願いします。

45 13.16
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（２）　母親　【父子家庭の場合は記載不要です】

１．就労している（フルタイム就労：但し、育児休業中・介護休業中は含まない）

件数 割合 件数 割合
4 4.3 8 8.7
13 14.1 16：00～16：59 2 2.2
47 51.1 17：00～17：59 19 20.7
13 14.1 18：00～18：59 27 29.3
5 5.4 19：00～19：59 13 14.1
2 2.2 20：00～20：59 7 7.6
1 1.1 21：00～21：59 1 1.1
7 7.6 22：00～22：59 1 1.1
92 100 23：00～23：59 1 1.1

24：00～ 0 0.0
13 14.1
92 100

２．就労している（フルタイム就労だが現在産休・育児休業中・介護休業中）
３．就労している（パートタイム・アルバイト等）

件数 割合 件数 割合
1 0.8 9 7.2
5 4.0 10 8.0
9 7.2 21 16.8
17 13.6 38 30.4
65 52.0 25 20.0
18 14.4 7 5.6
4 3.2 8 6.4

記載なし 6 4.8 1 0.8

125 100 1 0.8

5 4.0

125 100

件数 割合

希望がある 18 14.4

希望があるが予定はない 42 33.6

希望はない 43 34.4

記載なし 22 17.6

合 計 125 100

４．以前は就労していたが、現在は就労していない
５．これまでに就労したことがない
６．記載なし　（うち３６件は父子世帯）

合 計 100.00

27 7.89

10時間00分～

４日
５日
６日

６時間００分～６時間６０分

11.11

７日

59

38

記載なし

合計

342

17.25

日数

１週間当たりの就
労日数は？

１日
１日当たりの就労
時間は？

２日
３日

9時間００分～9時間６３分

3時間００分～３時間59分

1 0.29

記載なし
合計

10～19時間
9時間以下
記載なし
合計

時間 時間

１週間当たりの平
均の就労時間
は？

60～69時間
働いている日の
平均的な帰宅時
間は？

～15：59
50～59時間
40～49時間
30～39時間
20～29時間

125 36.55

件数 割合（％）
92 26.90

合計

～２時間５９分
時間

４時間００分～４時間５９分
５時間００分～５時間５９分

7時間００分～7時間６１分
8時間００分～8時間６２分
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問８．母親の就労希望はありますか？あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけて下さい。

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労希望がある
２．１年より先で子どもがある程度大きくなったら就労したい
３．就労希望はない
４．記載なし

合　　　　　　　　　　　　　　　　　計

１．フルタイムによる就労
２．パート・アルバイト等による就労

件数 割合 件数 割合

7 11.3 2 3.2

13 21.0 21 33.9

36 58.1 29 46.8

4 6.5 6 9.7

0 0.0 1 1.6

記載なし 2 3.2 2 3.2

62 100 1 1.6

62 100

3．記載なし
合　　　　　　　　　　　　　　　　　計

25.15
3 3.49

40
29

46.51
33.72

割合（％）

86

件数

14 16.28

件数 割合（％）
6 8.70

89.86

１週間当たりの就
労日数は？

３日
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５日

６日

日数

１日当たりの就労
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４時間００分～４時間５９分

５時間００分～５時間５９分

６時間００分～６時間６０分

7時間００分～7時間６１分

62

8時間００分～8時間６２分

時間

3時間００分～３時間59分

記載なし

７日

1
69

合計

問８－１．就労希望の形態はどのようなものですか？あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけて下さ
い。（パート・アルバイトを希望の方は１週間当りの日数と１日当りの時間も記入して下さい。）

合計

1.45
100
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６．記載なし
合　　　　　　　　　　　　　　　　　計

※その他の内容
・短時間の仕事がない。
・兄弟に障害者がいる。
・体調不良により治療中。
・夫の帰宅時間が遅く預けられない。
・就職活動をしていないため。
・視父母の介護のため。
・自分の都合により働いていない。
・時間的に合う仕事がない
・妊婦のため
・緊急時に子どもの預かり先がない。
・時期的なパートタイム就労がない。
・子どもが小さいうちは家にいてあげたい。
・子どもがいるので勤務時間に制約がある。
・時間や休日などで条件に合う仕事が見つからない。
・就労したとして子どもが病気になったとき休むことにより就労先に迷惑をかけてしまう。
・子どもの夏休みや冬休みなどの長期休業のことを考えると、なかなか働く気になれない。

問８－３あて名のお子さんも含めて一番小さな子どもが何歳になったときに就労を希望されますか？

年 齢 件 数
１歳 1
６歳 1
９歳 1
10歳 9
11歳 2
12歳 8
13歳 2
18歳 1
20歳 1
記載なし 3
合 計 29

10.34
100.00

3.45
3.45
31.03

27.59
6.90

割合（％）
3.45

3.45
3.45

6.90

問８－２．就労希望が有りながら現在働いていない理由は何ですか？あてはまる答えの番号に１つだ
け○をつけて下さい。
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1

３．自分の知識、能力に合う仕事がない

1 1.45

4
22

69

5.80
31.88

100

9

割合（％）
1.45
46.38

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない
５．その他

１．学童保育所などの保育サービスが利用できれば就労したい
２．働きながら子育てできる適当な仕事がない
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３．子どもと一緒に過ごす時間についてお伺いします。

件 数
１．父 7
２．母 436

13
3

合 計 459

件数 割合 件数 件数 件数 件数 件数件数
～59分 2 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0
1時間～1時間59分 30 8.8 4 1.2 17 5.0 0 0.0
2時間～2時間59分 45 13.2 11 3.2 9 2.6 2 0.6
3時間～3時間59分 68 19.9 20 5.8 5 1.5 2 0.6
4時間～4時間59分 59 17.3 26 7.6 7 2.0 0 0.0
5時間～5時間59分 25 7.3 56 16.4 7 2.0 0 0.0
6時間～6時間59分 8 2.3 56 16.4 7 2.0 0 0.0
7時間～7時間59分 3 0.9 47 13.7 0 0.0 0 0.0
8時間～8時間59分 3 0.9 37 10.8 2 0.6 1 0.3
9時間～9時間59分 2 0.6 8 2.3 1 0.3 0 0.0
10時間～10時間59分 4 1.2 9 2.6 1 0.3 0 0.0
11時間～11時間59分 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
12時間～12時間59分 5 1.5 6 1.8 0 0.0 0 0.0
13時間～13時間59分 1 0.3 2 0.6 0 0.0 0 0.0
14時間～14時間59分 3 0.9 2 0.6 0 0.0 0 0.0
15時間～15時間59分 1 0.3 3 0.9 1 0.3 0 0.0
16時間～ 2 0.6 24 7.0 4 1.2 0 0.0
記載なし 81 23.7 31 9.1 281 82.2 337 98.5

合 計 342 100 342 100 342 100 342 100

問１１．家族で夕食をとる回数は１週間何回ぐらいですか？

回 数 件数 割合
4 1.2
19 5.6
29 8.5
19 5.6
10 2.9
30 8.8
19 5.6
198 57.9

記載なし 14 4.1
合 計 342 100.0

３．祖父母
４．その他

問１0．子どもと過ごす時間についてあてはまる番号すべてに○をつけて下さい。併せて１日当りのお
およその時間を記入して下さい。

問９．家事や育児は主にどなたが行っていますか？あてはまる答えの番号に１つだけ○つけて下さ
い。

割合（％）
1.53
94.99
2.83

時 間
父 母 祖父母 その他

0.65
100.00

10

0回
1回
2回
3回
4回
5回
6回
7回

0 20 40 60 80 100

１．父

２．母

３．祖父母

４．その他

割合（％）

0 10 20 30 40 50 60

0回
1回
2回
3回
4回
5回
6回
7回

記載なし

割合（％）



１.利用している 30 8.77

２.利用していないが利用希望がある 5 1.46

３.利用していない 295 86.3

１.記載なし 12 3.51

342 100

問１３－１、問１３－２は問１２で「1」または「2」を選ばれた方にお伺いします。

１．利用している（又は利用したい）日数は１週間当たり何日ですか？

日 数 件数 割合
1 2.9
0 0.0
3 8.6
3 8.6
24 68.6
2 5.7
0 0.0
2 5.7

合 計 35 100.0

２．利用している（又は利用したい）時間帯をご記入下さい。

件数 割合
16：00～16：59 4 11.4
17：00～17：59 5 14.3
18：00～18：59 14 40.0
19：00～ 1 2.9
記載なし 11 31.4
合 計 35 100.0

件数 割合
１．現在就労している 30 85.71
２．就労予定がある／求職中である 2 5.71
３．就労していないが子どもを預けたい 1 2.86
４．家族・親族を介護しなければならない 1 2.86
５．病気や障害を持っている 0 0.00
６．学生である／就学したい 0 0.00
７．その他 1 2.86
８．記載なし 0 0.00

合 計 35 100

終了時間帯

問13－2あて名のお子さんを預けている理由、または預けたい理由は親御さんのどのような事情です
か？次の中からあてはまる主な理由の番号に１つだけ○をつけてください。
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５日
６日
７日

記載なし

１日
２日
３日
４日

４．あて名のお子さんの学童保育所の利用についてお伺いします。

問13－1あて名のお子さんの平日（土、日、祝祭日以外の日）の学童保育所の実際の利用日数、また
は利用希望日数についてお伺いします。

問１２．あて名のお子さんは、現在、学童保育所を利用していますか？また利用していないが利用希
望がありますか？あてはまる答えの番号に○をつけてください。

0.00 20.00 40.00 60.00 80.00 100.00

1

2

3

4

5

6

7

8

割合（％）



問１３-３は問１２で「3」を選ばれた方にお伺いします。

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

件数 割合
１．現在就労していないから 92 31.2
２．学童保育所を知らなかったから 0 0.0
３．近くに学童保育所がないから 18 6.1
４．学童保育所に空きがないから 0 0.0
５．学童保育所の開所時間と合わないから 2 0.7
６．保育料がかかるから 5 1.7

77 26.1
８．他に預けているから 18 6.1
９．その他 83 28.1

合 計 295 100.0

放課後子ども教室についてお伺いします。

件数
163
154
25

合 342
３．記載なし

計

１．意向あり
２．意向なし

問13－3あて名のお子さんが学童保育を利用していない理由は何ですか？次の中からあてはまる主
な理由の番号に１つだけ○をつけてください。

12

７．放課後の短時間だけなら子どもだけで大丈夫だから

問13－４稚内市ではまだ行っていない事業ですが、「放課後子ども教室」の利用意向はありますか？
あてはまる番号に○をつけてください。

割合（％）

100.00
7.31
45.03
47.66

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

割合（％）

0 10 20 30 40 50

１．意向あり

２．意向なし

３．記載なし

割合（％）



（土曜日）
件数 割合

１．ほぼ毎週利用している/利用したい 8 2.34
２．月に1～2回利用している/利用したい 13 3.80
３．利用していない/利用希望はない 309 90.35
４．記載なし 12 3.51
合 計 342 100

件数 割合 件数 割合
8：00～8：59 13 61.9 13：00～13：59 1 4.8
9：00～9：59 2 9.5 14：00～14：59 2 9.5
10：00～10：59 3 14.3 15：00～15：59 1 4.8
13：00～13：59 1 4.8 16：00～16：59 4 19.0
14：00～ 1 4.8 17：00～17：59 3 14.3
記載なし 1 4.8 18：00～18：59 9 42.9
合 計 21 100.0 記載なし 1 4.8

合 計 21 100.0

（日曜日、祝祭日）
件数 割合
2 0.6
16 4.7
311 90.9

４．記載なし 13 3.8
合 計 342 100.0

件数 割合 件数 割合
8：00～8：59 11 61.1 13：00～13：59 0 0
9：00～9：59 3 16.7 14：00～14：59 1 6
10：00～10：59 2 11.1 15：00～15：59 1 6
13：00～13：59 1 5.6 16：00～16：59 3 17
14：00～ 1 5.6 17：00～17：59 7 39
記載なし 0 0.0 18：00～18：59 6 33
合 計 18 100.0 記載なし 0 0

合 計 18 100

開始時間帯 終了時間帯

開始時間帯 終了時間帯

5．あて名のお子さんの土曜日、休日の学童保育所の利用についてお伺いします。

問１４．あて名のお子さんは、土、日曜日等に学童保育所を現在利用していますか？また利用してい
ないが利用希望がありますか？
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１．ほぼ毎週利用している/利用したい
２．月に1～2回利用している/利用したい

３．利用していない/利用希望はない

0.00 20.00 40.00 60.00 80.00 100.00

1

2

3

4

割合（％）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1

2

3

4

割合（％）



件数
１．あった 211
２．なかった 118
３．記載なし 13

342

問15-1は問15で「1.」を選ばれた方にお伺いします。
１．父親が仕事を休んだ ２．母親が仕事を休んだ

1 0 3 0 6 11

2 3 1 3 6 11

3 0 1 1 4 4
0 0 0 2 2 0

2 0 0 1 3 0
0 0 0 0 0 0
0 1 0 2 1 3
1 0 0 1 3 2
1 1 1 2 19 6
10 4 6 12 22 37

３．祖父母・親族・知人等に預けた ４．就労していない保護者が自宅でみた

0 2 8 7
1 2 5 9
1 0 3 12
0 1 0 1
0 1 1 2
0 0 1 3
0 0 0 6
0 0 1 5
1 2 9 2
3 6 28 0

10

5．仕方がなく子どもだけで留守番させた 57

6．その他
7
9
5 0
1 2
2 0
0 0
1 0
0 0
0 1
0 0
2 0
27 1

7
11

記載なし
合計

７日
～10日
～20日
30日～

記載なし
合計

日数 件数

１日
２日
３日
４日
５日
６日

７日
～10日
～20日
30日～

３日
４日
５日
６日

日数 件数

記載なし
30日～

合計

～20日

４日
５日
６日
７日

１日

日数

10日～

１日
２日
３日

～10日

５日
６日
７日

非常に困難

３日
４日

５日

困難ではな
い

１日

２日

日数
非常に困
難

どちらかと
いうと困難

２日

３日
４日

記載なし

記載なし
合計

日数

３日
４日

合計

１日

５日
６日
７日
10日～

１日
２日

６日
７日
10日～
記載なし

非常に困難 日数困難ではない
どちらかという
と困難

6．あて名のお子さんの病気の場合の対応についてお伺いします。

問１５．この1年間に、あて名のお子さんが病気やケガなどで学校を休まなければならなかったことはあり
ますか？

割合（％）
61.70
34.50
3.80

100.00合計

14

どちらかという
と困難

困難ではない

２日

件数

合計

0.00 10.00 20.00 30.00 40.00 50.00 60.00 70.00

１．あった

２．なかった

３．記載なし



件数 割合
１．あった 81 23.7
２．なかった 252 73.7
３．記載なし 9 2.6
合 計 342 100.0

問17は問16で「1.」を選ばれた方にお伺いします。

１．父親が仕事を休んだ ２．母親が仕事を休んだ

1 0 1 0 0 0

0 0 1 1 0 1

0 1 2 0 1 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
1 0 0 1 1 0
1 1 1 1 4 0
3 2 5 3 7 1

３．祖父母・親族・知人等に預けた ４．就労していない保護者が自宅でみた

0 1 6 0
1 2 3 0
1 2 3 1
1 1 0 1
0 1 2 0
0 0 0 0
0 0 0 0
1 2 2 0
0 1 6 0
4 10 22 0

4

5．仕方がなく子どもだけで留守番させた 6

6．その他
3 日数
4 その他の内容
1 0 市立病院への入院
1 0
1 0
2 1
0 1
0 0
2 0
0 3
3 5
17

５日
７日
～10日

１日
２日
３日
４日

記載なし

合計

どちらかという
と困難

困難ではない

２日

４日

記載なし
合計

7．すべての方にあて名のお子さんの一時的な預かりのことについてお伺いします。

問１6．この1年間に、私用や緊急の用事（冠婚葬祭、病気など）であて名のお子さんが病気やケガなど
で学校を休まなければならなかったことはありますか？

10日～

１日
２日
３日

７日

５日
６日

件数

３日
４日

１日
２日

５日
６日
７日
10日～

１日

日数

２日

３日

６日
７日
10日～

非常に困難

３日

４日

５日

どちらかと
いうと困難

困難ではな
い

１日

２日

日数
非常に困
難

記載なし
合計

日数 非常に困難
どちらかという
と困難

困難ではない

記載なし
合計

日数

～20日

４日
５日
６日
７日
～10日

30日～

合計

５日
６日

日数 件数

記載なし

１日

病気入院で１年間仕事を休んだその間祖父母に子
どもを見てもらいました。

15

記載なし
合計

件数

７日
～10日
～20日
30日～

３日
４日

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

１．あった

２．なかった

３．記載なし

割合（％）



件数 割合
１．あった 81 23.7
２．なかった 252 73.7
３．記載なし 9 2.6
合 計 342 100.0

1.祖父母･親戚・知人等に預けた（同居者含む） ４.仕方がなく子どもを連れて行動をした

0 2 13 1

0 0 6 1

1 2 2 0

0 3 0 0

0 2 1 0
0 0 2 0
0 1 0 0
0 2 4 0
0 4 2 0
1 16 30 0

0

5.仕方がなく子どもだけで留守番させた 2

2 ＊「２.３.」については回答なし
1
1
1
0
0
0
2
0
0
0
7

～20日
30日～

日数

記載なし
合計

記載なし

合計

件数

６日
７日
～10日

非常に困難

３日

４日

５日

１日

２日

日数

１日

日数

２日

３日

４日

～20日
30日～

５日
６日
７日
10日～

１日
２日

５日

8．すべての方にあて名のお子さんの宿泊を伴う一時的な預かりのことについてお伺いします。

問１8．この1年間に保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊りがけで預けなければならないこ
とはありましたか？

どちらかという
と困難

困難ではない

問１8-1この1年間の対処方法とそれぞれの日数は何日ですか？あてはまる答えの番号すべてに○を
つけ，その日数をご記入ください。また「１」を選択した方は、その困難度についてもあてはまる番号１
つに○をつけてください。

件数

問18-1は問18で「1.」を選ばれた方にお伺いします。
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記載なし
合計

３日
４日

６日
７日
～10日

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

１．あった

２．なかった

３．記載なし

割合（％）



件数 割合
１．児童館などの充実と増設 143 23.1
２．学童保育所などの充実と増設 51 8.2
３．子育てについて学べる機会を作ってほしい 127 20.5
４．子育てについての情報提供の充実を図ってほしい 55 8.9
５．親子が安心して楽しめる身近な場、イベントの機会がほしい 149 24.0
６．子育てについて困ったとき相談する場がほしい 52 8.4
７．児童虐待に早期に対応してほしい 21 3.4
８．その他 22 3.5

合 計 620 100.0

※その他の内容
特に期待していないので分からない。

放課後子どもプランの充実
教育資金の援助があったらいいです。
子どもが利用できる水夢館行きのバスの運行。
障害児（肢体）も受け入れてほしい。
冬に安心してそり遊びできるところがすぐ近くにあったらよい。
働かなくては生活できない母子･父子家庭が安心できる子育て支援があればと思います。
特に思い当たらない。
学校などを利用して子育て支援をしてほしい。
公園が少なすぎると思います。公園を造ってほしいです。
特になし。
子育て家庭の親の就労時間短縮

9．子育て支援サービスの認知度・利用意向についてお伺いします。

問１9．どのような子育て支援の充実を図ってほしいと思いますか？あてはまるものすべてに○をつ
けてください。

稚内の子育て支援はある程度整備されていると思うが、できれば子ども向けのパソコン教室があればよい。
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

1
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7

8

割合（％）



件数 割合
１．配偶者・パートナー 238 29.2
２．祖父母又は親戚 186 22.8
３．友人・知人 220 27.0
４．職場の同僚 67 8.2
５．学童保育所、PTAの保護者仲間 34 4.2
６．学童保育所・児童館の指導員や学校の先生 42 5.2
７．教育相談所 0 0.0
８．母子自立支援員 0 0.0
９．民生児童委員・主任児童委員 0 0.0
10．児童相談所稚内分室 4 0.5
11．家庭児童相談員 0 0.0
12．保健所や保健福祉センターの保健師 1 0.1
13．医師、看護士 4 0.5
14．相談相手がいない 3 0.4
15．相談すべきことはない 9 1.1
16．その他 7 0.9

合 計 815 100.0

※その他の内容
・先生
・訪問看護ステーション
・学校の保健室の先生と親と子の心の先生、教師（子どもの担任）
・家族内で話し合って解決している
・親の会

問２０．子育てに関する悩みや不安などを、どなたに相談していますか？あてはまるものすべてに○
をつけて下さい。
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0
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割合（％）



件数 割合
１．子どもとの接し方に自信がもてない 26 4.1
２．子どもとの時間を十分にとれない 69 11.0
３．子育ての話し相手や相談相手がいない 8 1.3
４．子育てで仕事や自分の時間がとれない 22 3.5
５．子どもの教育（勉強･学力）に関すること 143 22.8
６．子どもの友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること 117 18.6
７．登校拒否などの問題について 2 0.3
８．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ない 22 3.5
９．自分の子育てについて親戚、近所、職場の人など周りの目が気になる 9 1.4
10．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 7 1.1
11．子どもを叱りすぎている気がする 65 10.4
12．子育てのストレスがたまっている 24 3.8
13．子育て支援サービスや制度の利用、申込がよく分からない 10 1.6
14．その他 23 3.7
15．特に問題はない 81 12.9

合 計 628 100

※その他の内容
子どもとの時間を十分に取りながら働ける環境がないこと。
教育費がかかりすぎる。
短い時間で日常子どもと過ごしているが、子どもの求めに充分答えていない。
障害児だからダメとかではなく同じ子どもとして扱ってほしい。

昔に比べて体力、運動能力や遊びの中でつけていた筋力が外で遊ばないので不足している。
思春期の子どもの子育てについて。
仕事が不定期･不規則なので帰宅時間が遅いので心配です。
病気（先天性）に関して。

問２１．子育てに関して悩んでいること､気になることはどのようなことですか？あてはまるものすべて
に○をつけてください。

19

親の介護があり、（入院も）仕事につけなくなり辞めました。子どもにも支障があり、直接的ではな
いが子どもにも不自由させていると思う。夫は子どもがかわいそうと言うが、その夫は休日遊びに
行き、子どもとふれあうことがない。高学年でも父として接してほしい。

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0
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11
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15

割合（％）



件数 割合
１．主たる保育サービスとして利用している 0 0.0
２．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等） 0 0.0
３．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している 0 0.0
４．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している 2 0.6
５．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している 0 0.0
６．その他の目的で利用している 0 0.0
７．利用したことはない 324 99.4

合 計 326 100

件 数
１日 0 0.00
２日 1 50.00
３日 1 50.00

0 0.00
0 0.00

合 計 2

回 数 件数 割合
１時間 0 0.0
２時間 0 0.0
３時間 1 50.0
４時間 0 0.0
５時間 1 50.0
7時間 0 0.0
８時間 0 0.0
１０時間～ 0 0.0
記載なし 0 0.0
合 計 2 100

１0．すべての方に、認可外保育施設又はベビーシッターの利用についてお伺いします。１0．すべての方に、認可外保育施設又はベビーシッターの利用についてお伺いします。１0．すべての方に、認可外保育施設又はベビーシッターの利用についてお伺いします。１0．すべての方に、認可外保育施設又はベビーシッターの利用についてお伺いします。

問２２．どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問２２－1．どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。

割合（％）

20

100.00
記載なし

～１０日

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

7時間

８時間

１０時間～

記載なし

割合（％）

0 10 20 30 40 50

１日

２日

３日

～１０日

記載なし

割合



問２３．ファミリーサポートセンターを利用していますか？

件数 割合
１．利用している 1 0.3
２．利用していない・知らない 331 96.8
３．記載なし 10 2.9

合 計 342 100

※問２２－１～問２２－３は、問２２で「１．」を選ばれた方にお伺いします。

件数 割合
１．主たる保育サービスとして利用している 0 0.0
２．保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等） 0 0.0
３．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している 0 0.0
４．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している 0 0.0
５．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している 0 0.0
６．保育施設等の送り迎えに利用している 0 0.0
７．その他の目的で利用している 1 100.0

合 計 1 100

問２３－２．どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。

日 数 件数 割合
1日 0 0.0
2日 0 0.0
3日 0 0.0
20日 1 100.0
記載なし 0 0.0
合 計 1 100

件 数
1時間 1 100.00

2時間 0 0.00
3時間 0 0.00
5時間 0 0.00
10時間 0 0.00
記載なし 0 0.00
合計 1 100.00
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１１．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。１１．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。１１．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。１１．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。

問２３－１．どのような目的で利用していらっしゃいますか？あてはまる番号すべてに○をおつけくだ
さい。

割合（％）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1

2

3

割合（％）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1

2

3

4

5

6

7

割合（％）

0 20 40 60 80 100

1日

2日

3日

20日

記載なし

割合（％）

0 20 40 60 80 100

1時間

3時間

10時間

割合（％）



問２３－３．利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をご記入ください。

時 間 件数 割合

記載なし 1 100

合 計 1 100

※問２３－４は、問２３で「２．」を選ばれた方にお伺いします。

問２３－４．今は利用していないが、できれば利用したい方は、枠内に数字をご記入ください。

時 間 件数 割合
1時間 16 61.5
2時間 5 19.2
3時間 2 7.7
4時間 1 3.8
5時間 1 3.8
15時間 1 3.8
合 計 26 100
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１２．すべての方に子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。１２．すべての方に子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。１２．すべての方に子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。１２．すべての方に子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。

Ａ　知っている Ｂ　利用したことがある Ｃ　今後利用したい
はい いいえ 記載なし はい いいえ 記載なし はい いいえ 記載なし

148 156 38 93 189 60 95 168 79

43.3％ 45.6％ 11.1％ 27.2％ 55.3％ 17.5％ 27.8％ 49.1％ 23.1％

237 72 33 78 203 61 43 218 81

69.3％ 21.1％ 9.6％ 22.8％ 59.4％ 17.8％ 12.6％ 63.7％ 23.7％

119 188 35 29 244 69 64 192 86

34.8％ 55％ 10.2％ 8.5％ 71.3％ 20.2％ 18.7％ 56.1％ 25.1％

184 123 35 4 269 69 41 217 84

53.8％ 36％ 10.2％ 1.2％ 78.7％ 20.2％ 12％ 63.5％ 24.6％

253 61 28 92 191 59 110 153 79

74％ 17.8％ 8.2％ 26.9％ 55.8％ 17.3％ 32.2％ 44.7％ 23.1％

125 183 34 22 258 62 34 220 88

36.5％ 53.5％ 9.9％ 6.4％ 75.4％ 18.1％ 9.9％ 64.3％ 25.7％

106 203 33 0 278 64 18 238 86

31％ 59.4％ 9.6％ 0％ 81.3％ 18.7％ 5.3％ 69.6％ 25.1％

85 223 34 20 258 64 50 205 87

24.9％ 65.2％ 9.9％ 5.8％ 75.4％ 18.7％ 14.6％ 59.9％ 25.4％

110 197 35 5 273 64 34 222 86

32.2％ 57.6％ 10.2％ 1.5％ 79.8％ 18.7％ 9.9％ 64.9％ 25.1％

82 226 34 16 254 72 54 198 90

24％ 66.1％ 9.9％ 4.7％ 74.3％ 21.1％ 15.8％ 57.9％ 26.3％

68 233 41 7 263 72 28 222 92

19.9％ 68.1％ 12％ 2％ 76.9％ 21.1％ 8.2％ 64.9％ 26.9％

179 130 33 100 178 64 93 158 91

52.3％ 38％ 9.6％ 29.2％ 52％ 18.7％ 27.2％ 46.2％ 26.6％

287 27 28 123 113 106 146 80 116

83.9％ 7.9％ 8.2％ 36％ 33％ 31％ 42.7％ 23.4％ 33.9％

204 106 32 13 262 67 33 224 85

59.6％ 31％ 9.4％ 3.8％ 76.6％ 19.6％ 9.6％ 65.5％ 24.9％

28 273 41 1 262 79 24 228 90

8.2％ 79.8％ 12％ 0.3％ 76.6％ 23.1％ 7％ 66.7％ 26.3％

13．子どもの通学を見守る地
域のスクールガードの活動

１４．ファミリーサポートセン
ター（会員制で子どもを預か
る市民の相互援助活動）

１５．家庭福祉員（保育士資格所
持者が自宅で保育するサービ
ス、稚内にはまだありません）

９．家庭児童相談室（市こども
課にある子育て総合相談窓
口）

１０．市のホームページに掲載さ
れている子育て情報誌「わいわ
い子育て」「ポケットわいわい」

１１．宗谷保健福祉事務所
（保健所）の子育て相談活動

12．子ども通貨「Ｅ子マネータ
ラ事業」
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４．市教育相談所による教育
相談や子育て電話相談

問２４．下記の①～⑮のサービスをご存知ですか？また、これまでに利用したことがあったり、今後利
用したいと思いますか？サービスごとにＡ～Ｃのそれぞれについて「はい」「いいえ」のどちらかに○を
つけて下さい。

１．児童館・南地区プレー
パークの放課後児童健全育
成活動

２．市立学童保育所の活動

３．稚内市教育委員会で実
施している家庭教育に関する
講座

5．民間子育て支援サークル
の活動（遊びのキャラバン隊
など）

6．旭川児童相談所稚内分室
での子育て相談

７．不登校の子どもたちを支
えるつばさ学級の活動

８．稚内市教育委員会の出
前講座



1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

子どもを３ヶ月から保育所に預けて働いていました。子どもの体調の悪いときは仕事を休んで面倒を
見るのは仕方なく感じましたが、予防接種は子どもの体調のよいとき時間休を取って保育所→保健セ
ンター→保育所→仕事に戻るということをしていました。職場に迷惑をかけているような気がしてなりま
せんでした。　今はあるのかもしれませんが代行して行ってくれる機関があれば大変助かると思いま
す。

特になし。子育て支援サービスはあまり利用していないが、教育委員会主催の「夏休み工作教室」や
自然の家主催事業、科学館の「サイエンススクール」など参加している。昔に比べるとサービスがかな
り充実しているといえる。
以前、学童に通っていたときに学童の開始時間（玄関のあく時間）が勤務時間より遅いため冬の寒い
日でも外で一人で待っていることがありました。これはいかがなものでしょうか？子どものためにも親の
勤務時間を考慮した時間帯を考えていただきたいものです。ちなみに勤務時間は８：３０～のため、
子どもは８：００には学童に連れて行っていました。冬休み中は一人で３０分以上外で待っていまし
た。かわいそうでした。
給食費を払わない人を何とかしてほしい。集金袋で集めてほしい。又は、お金がなくて払えない人以
外は給食を差し押さえして食べさせないようにしたり、厳しく接し、再犯防止に努めてもらいたい。市
役所や教育委員会の怠惰によるところが大きい問題だと思う。いつまでもお役所仕事をしていないで
給食の財源確保に努め、質の向上を図り、正直者が馬鹿を見るような現状を変えなければ誰も給食
費を払わなくなる。

町内会館や地区拠点センターなどを利用して放課後児童の子ども教室があれば利用したいスポーツ
や習字、そろばんなど地域の方が教えてくれたり一緒に活動できるといいと思います。

稚内の育児資金支援は厳しいと思う。収入だけで見るから、実際の経済状況が大変なのに全て決め
られてしまう。母子家庭には非常につらい現況です。

市の計画はいつも街中にすんでいる人たちに向けられがちで「稚内市」といっても僻地に住んでいる
者にとってはほとんど役に立たない気がします。子どもの教育や保護も大切ですが、教育が必要な
「親」も多いようなので考えてみてはいかがでしょうか。

わが市の子育て支援はとてもシステムとして又スタッフも充実している。我が子は障害のためかかる
サービスの利用はできていないが（まだ軽度の際はファミサポ会員であった。）かげながら委員会の取
り組みを応援してやまない。

ひきこもり、子育てをしている人に、もっと外へ出て、ともに育児に取り組む友人が母に身近にできて
一人で悶々と悩んでいる人が救えたらいいのにと思います。町内会ごとに、町内会館等使用して車
で外へ出ることなく歩いて相談できる場所を作ったり、子どもの遊ぶ場（遊びのキャラバンの使用の仕
方はわからず、遠くだったりいけなかった思いがあります。）を地域を小さくして行えたらよいのではな
いでしょうか。　幼稚園に入る前、入ったあとも人と交わることが苦手な人が多いのでないかと思えま
す。　仕事をするお母さんが増える中での学童のあり方ももう少し変えてよいのではないでしょうか、ス
ポーツを促すとかパソコンで遊んでいる子どもを見ると少し悲しくなります。

学童保育所以外にも、放課後に子どもを預けられる場所が増えるといいと思います。子育て支援サー
ビスは色々あるようですが、良く分からないので、利用する機会がありません。もっと情報が入ってくれ
れば利用できたのにと思うことも多いような気がします。学童保育所のスタッフは、保育士や教員経験
のある方がされているのか知りたいと思います。

就学援助の基準が少し設定が高いと思う。具合が悪く（子どもの）通院したくても、お金がないときは
ためらってしまうので、医療費は中学校卒業まで位は、負担してもらいたい。児童手当についても同
様。

支援制度があることを知らなかったので特にはない

先日、パフファミリーのコンサートを見ました。文化センター付近では多くの子どもたちの姿がありまし
た。支援サービスはこんなに必要なのでしょうか？市会議員はあんなに必要なのでしょうか？何でも
減らして・・・子どもたちのコンサート、イベント、映画などたくさんあった方がいいと思う。何も遊ぶとこ
ろがなく、文化センターはとても良い所だし、そういう所にお金、税金を使っていただいた方がありが
たい。子どもの遊び場所が少なすぎると思います。

子育て支援とは異なるとは思うが東中学校の立替計画はどうなっているのか。毎日の生活の中心が
学校なわけですから、良い生活ができるのは当たり前の話だと思う。東中学校に進学する親にとって
はとても気になる。

問２５．その他子育て支援全般について、ご意見やご提言があればご記入ください。
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問２５．その他子育て支援全般について、ご意見やご提言があればご記入ください。

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

転勤族なので,市のサービスを理解する前に引越してしまうことが多いです.転入届を出したときにたく
さん情報がほしいです.転入者向けの簡単なマップ（病院･施設）があるといいですね

就学前の児童が入所している保育所と同じように学童保育所にも延長保育を実施していただけると
共働きの親としては大変有りがたいです。（某市の例：1日あたり300円、上限一ヶ月4000円延長保育
料を月中旬に学童保育所にて徴収するか市指定金融機関にて支払う）

この調査はとても良いことだと思いました。私は地元なので親や親戚が近くにいるため何かあった時
は子どもを預かってくれる人がいるのであまり困ったことはありませんが、転勤族や親に預けれない人
も結構いるので子どもを預かってくれるところがあれば働きたいお母さんたちはいます。なので、この
調査が無駄にならないようにしてほしいです。これから景気はますます悪くなるといわれているので家
計の負担は必ず増えると思います。子どもを育てる上でかなり苦しい家庭も多いです。私も今は母の
介護などで働けませんが夫の会社は社宅があり実家も近いため助かっています。でも日本の状況な
どテレビで見るように先が見えなく不安です。親や子どもが安心して暮らせる街づくりを願っていま
す。何度も繰り返しますがこの調査が無駄にならないようお願いいたします。

萩見に児童館があったときにはよく遊びに行ってましたが、潮見に移ってからはまったく行っていませ
ん。上の子どもも『東小中学校の子が来ているから行きたくない』と言っていて、周りの子ども達は誰も
行っていません。富岡のほうにはたまに行きますが、やはり萩見の会館を残してほしかった。学校から
も数回お話しがありましたが、潮見小学校のプールが今後どのようになるのか、とても心配していま
す。今すぐには修繕できないので、使用することができないと言うことなのですが、子ども達は短い
夏、プールに行くのを楽しみにしてます。特に夏休み中は毎日と言っていいほどプールに通っていま
す。1日でも早く問題を解決しプールを使用できるようにしてもらいたい。

いつもは母が仕事に出ていて、同居している祖母に面倒を見てもらっていますが、高齢のせいもあ
り、病気で入院したときなど、家に不在のときは南地区プレーパークを利用出来て、ありがたく思って
います。自宅で一人で待たせるより、かなり安いです。このまま続けてほしいです。

子どもは既に大きくなり学校での勉強やクラブ活動が中心となっています。子育て支援活動について
は過去に利用したことがありますが、現在は必要ありません。子どもたちが幼い頃は、夜間や休日に
預かってもらえる保育所や親子で楽しめるレクリエーションの場が充実してほしいと考えていました。
母の仕事は、シフト制で時間が不規則なのでほとんど祖父母に預けることが多く、祖父母の協力が無
ければ、仕事は母子家庭のため続けられなかったと思います。しかし、祖父母は高齢で体が弱く常に
不安な毎日でした。現在も同じです。

一人暮らしのお年よりの方も同じ思いなのではと思うことがありますが、子どもを抱え自分が病気に
なったり入院をしなければならなくなったりしたとき、親兄弟姉妹、親族が誰もいない世帯の悩みを相
談したり、又そういう事態に実際になったとき、子どもだけの留守番か自分を犠牲にするかのどちらか
しかありません。何かあったら食事は、学校は、そう考えると結局は自分を犠牲にするしかありません。
いろんな行政がいろんな事をされているのかもしれませんが、困っている人にこんなところがあってこ
んなことをやっています。という情報は本当に困っている人のところには行き届いていないと思いま
す。このアンケートもどのように活かされるのかと思ってしまいます。

今はもう10歳になりましたのでほとんど大丈夫ですが、6歳くらいまでは仕事に連れて行くこともあり
（家業）親の都合なのに子どもまで悪く言われ、つらい思いをしたことが何度もあります。ネットに書き
込まれたりしたことも、、、小さなお子さんがいない人にとってはまったく理解されないことだと思いまし
た。土曜、日曜だけ預かってくれるところがあればと思っていました。

子育て講演会など興味があって出かけるのですがまだまだ教育関係者ばかりが多く、一般の父母の
参加が少ないように感じています。子どもが大きくなってくると、友人関係も親に伝わらないものに広
がっていき携帯、ネットなど好奇心でいっぱいの情報満載の中、なかなか把握しきれていないのが現
状です。できるだけ会話をして悩んでいる気配に親が気づいてあげたり、子どもが多くを語らなくても
家庭内に居場所を作ってあげたいです。家族で食事することをもっとも大切に考えているので比較的
おしゃべりが多く、今のところ相談したいほどの不安な問題にはぶつかっていませんが同じ子どもを
持つ親同士で考えあったりする場を増やして一人で悩まないような社会であったらと思います。稚内
は小学生の親でも働いているお母さんが多いと感じます。我が子の友人も放課後遊びにいったり来
たりしていますが、できるだけ声をかけて顔を見ることを心がけていきたいです。どんな親もそんな心
がけがあれば子どもたちを一人ぼっちを感じずに過ごせるのではないでしょうか。
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問２５．その他子育て支援全般について、ご意見やご提言があればご記入ください。
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25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

今では子どもも小学生となり子育てに少し余裕も出てきましたが、子どもが就学前には行政や地域の
お世話になりたいことが何度かありました。他市に居住しておりましたが、下の子が入院して付き添い
で母親も入院しなければならず父親には仕事、頼れる親類が近くに住んでいない、上の子を預かっ
てもらいたいが、急なことで保育所に短期でも入れず、、、入院も何度かあったのでそのたび上の子も
一緒に入院させたり、遠方より祖母にきてもらったりと繰り返し結局夫と別居して実家のほうに半年お
世話になりました。保健婦さんにも相談しましたが、よい対処策がないといわれがっかりしたものです。
もう8年も前の話ですので、今では子育て支援が広がってきていると思いますが、特に小さな子供を
育てる時期の支援について充実したものであればと思います。

今は自分の子どもは大きくなり学童保育所などの利用はないが学童保育所の後に引き続き預かりし
てもらえて，そのうえ学童保育所まで迎えにきてくれるという施設が札幌の方にはあるらしいです。稚
内ではないのでしょうか？母子家庭の立場から言うとそういうところもないのに働いていないと市の窓
口ではいやな顔をされたり，何とか働くように勧められたり親の収入があると親に頼る方法を勧められ
たりといやな思いをしました。子どもが小さいと預かる場所がない→働く時間が限られる→働く場所が
制限される→タイミングが良ければ（人がやめて空きが出るなど）使ってもらえるがそれ以外は難しい
と、母子家庭は扶養手当をもらえる医療費がかからないと優遇されていますが，結局このように子ども
が小さいと働けないので当たり前だと思うようになりました。一人ならまだしも二人目は月５０００円は少
ないと感じていました。今は子どもも大きくなり何とかたくさん働けるようになりましたが、小１の時から
子どもと接する時間はなく、とても悲しい思いをさせて育ててきました。預かる場所もなく、夜中スナッ
クの仕事をすることにもなり夜中も子どもだけでの留守番は当たり前でした。冬はストーブもつけてい
るのでとても心配でした。もう少し朝、夜関係なく子どもを預かる施設やボランティア、家庭福祉員
サービスなどの充実性を望みます。今後に期待しています。

我が家は転勤族なのでいろいろな市に住んできました。稚内市は子ども支援が少ないような気がしま
す。特に医療に関してはインフルエンザ注射の補助などもあっても良いと思います。

我が家は２人兄弟でお兄ちゃんがいます。でも年が離れているため今面倒を見てもらっているのです
が、今年４月からは見てもらえなくなります。（中学生になるので）私の帰りも兄の帰りも遅くなるのです
ごく心配です。学童に入れたいのですが，１８時過ぎることも多く、迎えに行く時間が遅くなります。だ
から、入れられないのです。できることなら、学童の時間を長くしてくれると助かります。兄も学童に
入っていたのでとっても大変だということは分かっているのですが、学童の時間をもう少し遅くまで預
かってくれることを期待したいです。

保育所の子ども預かり料はもっと安くてもいいような気がする以前見た時（４年程前）はすごく高額で
女性が働かない方が特のような金額だった気がした為（各家庭の所得にもよると思いますが）女性に
働きなさいと勧めている割には少子化の問題もあり、子どもを産みなさいいう風潮で子どもを産むこと
と、女性が働くことは相反するのにあまり国、各都市のサポートが少ない気がします。保育所の利用し
やすいようにいろいろ工夫してほしいです。（時間・金額等）

特にありません。

我が家は祖父母と同居し母（私）も仕事をしておりませんので子育ての環境は問題ないのですが、子
育てに関する情報はもっと発信しても良いのでは？と思います。学校のおたよりや市政だよりだけで
はあまり詳しいことが分かりません。聞いたことはあるけれど、中身はどんなものか知らないという人も
多いのでは。求めなければ入ってこない情報ではなくいつも子育てに関する情報があふれているよう
な不安なことがあったときにすぐに手を差し伸べてくれるところがあると分かっている安心感のある暮ら
しができるような街であればと思います。

今は子どもが小学４年生ですが、低学年のときに知っていたら利用したい制度がありましたが、現状
の年齢ではほとんど必要なくなっています。

昨年４月に稚内市に転勤で引っ越してきたのですが子育て運動に関しては稚内は全市を上げてす
ばらしい取り組みをしていると感じています。自分の子どもが現在緑学童に通っていますが、古いこと
に関してだけは心配があります。アレルギーをもともと持っているので喘息が出ないか、、、などなど耐
震性や非難経路の確保などにも（不審者対策）不安があります。東地区との差が大きく、かわいそうだ
な～と思っていますが立替にも順番があるでしょうから、、、仕様がないですねその他子育て支援に
関しては現状のままで充実していると思います。

私の家庭は子ども一人ですが毎日の食事や生活も大事だと思います。子どもの成長を楽しみにして
います。
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現在６年生ですので今後の必要性はあまり感じませんが、自宅で友達とゲームばかりしているのでプ
レーパークのような所が近隣にあれば、他者との交流や体を動かすことができると思います。しかし不
審者が多い現代、あまり遠くまで徒歩で行かせることが不安な時もあります。外遊びをしていても車が
多かったりと、体を動かして遊ぶ場がなくなっていることは私たちの時代と違い、かわいそうな気もしま
す。以前、第1子を学童保育に預けましたが、時間が6時までとなっており５：30まで勤務し、遠方から
迎えに行くとぎりぎりか遅れることもあり、とてもストレスがあり、2年生で預けるのをやめました。勝手な
事だと思いますが、勤務形態も複雑になってきている為、今後、検討にしていただけると助かる方もい
ると思います。待っている子もかわいそうだと思いますが、ニーズはあると思います。

特になし

最近は日曜日に重なった祝日などで月曜日が振替休日になることが多いのに市立図書館やプール
など休みで困ります。月曜日は学校の休日になることがよくあるのにと思いませんか。

子育てにはお金がかかるのでもっと助成をしてほしいです。（たとえば医療費を小学生までは無料と
かインフルエンザ予防接種の代金とか冬のスキー購入などにも）

昔は良くあった近所の広場（ただの広い土地で）ボールで遊ぼうが、かくれんぼしようが、子どもたち
が自由な発想で遊べるところがなくなってきて（空き地は駐車場になったり個人の土地で不可）さみし
い。冬はそこで子どもたちだけで雪遊びをして楽しかった。今は勝手に遊んだら怒られそうで子どもた
ちには勧められない。

問24⑫の活動は学童保育所に行っている子どものみが対象ではないのか？学童保育所には入所条
件があり、全ての児童が対象ではないのに「全ての方への質問」はおかしいのでは？また、学童保育
所に通っていない子が、通っている子と交流ができないようである。よって学童保育所の設立主旨は
理解できるが、その結果子どもたちをグループ分けしており、もっと利用条件を緩和又は撤廃し、多く
の子どもたちが交流できる場所を提供すべきと考える。

安易に自殺してしまう子どもやネットのいじめに対して目を光らせてほしい。（親としてもそうしたい）学
校の先生も勉強はもちろん、生徒の心を読めるような人間性を指導してほしい。世の中もっと平和に
なってほしいです。

問24ではじめて知った（聞いた）サービスがたくさんあることに驚いた。もっと告知宣伝すべき。

私は稚内に来て9年が経ちますが、身内がいない私にとって子育ては頼れるものがあるとないとでは
精神的にも肉体的にもつらいものがありました。　子育てにもそれぞれ家庭の事情で皆さん違いがあ
るのでどれが正しく、間違っているとはっきりわからないものだと思いますが、ただ必要だと思うときに
自分にあった必要な情報や支援があればいいのだと思います。

テレビなどでもいまだに自殺をする子どもがいるのは悲しいことだと思う。学校や教育委員会の方々
にもっと真剣に考え、処置、対応してほしいと願っています。子どもたちがもっと安心して学業に取り
組めるような学校になってほしいです。子供同士の微妙なやり取りや関係も担任の先生には目配りし
てほしいです。

市街地に住んでいるため、施設の利用や活動行事に参加したい気持ちがあるが、不便、分からない
などの問題があるので、特に小学生以降になれば、スポーツ少年団や塾などのことも含め、市からの
協力を得たいと思います。学校側への紹介等をしてほしいと思います。総合体育館のような施設を声
問地区側に建設してもらえるならそこにスポーツ等の活動もあり学童保育所的なところができるなら大
変うれしいと思います。

稚内市で開催している自然の家で行っている行事は送迎バスを出してくれれば働いて送迎できない
親にとっては子どもを参加させやすい。　　　総合体育館で行われる大会等についても臨時バス等を
出してもらえると親の負担が軽くなると思う

僻地にすんでいるために市内にすんでいる子どもに対する学童保育所の利用のように安心して預け
られる場所もなく親戚もいないので不便を感じます。地域に沿った考え方も取り入れて各地区に求め
られる子育て環境を支援していただきたいと思います。

学童保育所が近くにないため利用する事ができなかった。今は子どもたちが大きくなったので子育て
について預けたりなどで困ることはほとんどない。でも外で遊ばせるにも危険であったり、遊び仲間が
いなかったりするため家の中（ゲーム）で遊ぶことがとても多い。小学校高学年や中学生になると部活
などで忙しくなるが学童には行っていなくても土曜日の午前中など参加できるものがあったらよいなと
思います。（学校で何かできること放課後教室のようなものでいいです。）稚内市の子育て事業では良
いこと（保育所の保育料の助成）もやっているし、行政サービスとしては子育てがしにくい街とは思い
ません｡ただ医療面で不安があります。小児科や産科をもっと充実させて安心して子育てできるような
街を目指してほしいです。
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子育て支援イコール子供を預ける場所や親の代わりに遊んでくれる人の提供だと考えているのはお
かしいと思う。全ての母親が仕事につきたいと思っているわけではない。仕事がしたいから子供を預
けたい、子育てより仕事が優先と考えている人は子供なんか産まなきゃいいというのは言い過ぎかも
しれませんが、今の子供たちの現状･教育現場の現状を考えるともっと親は子どもに目を向け関わる
べきだと思う。子どもと向き合えない親が多すぎる。仕事を持っている親に対しての子育て支援では
なく、仕事を持たず、子育てに専念し頑張っている親への子育て支援であってほしい。

スポーツを手軽に取り組ませたいと思っても、会費の負担があり、又遠征などもあり、時間も内容も金
額もそれなりに本格的でなかなか手を出せない。友達作りや運動不足予防を目的に楽しめるスポー
ツが色々あると良い。低学年でも放課後が長いので、遊んだり、勉強したりする時間が十分に取れな
い。（周囲みんなが習い事をしているので遊ぶ友達が少ないのも現実です。）毎日子どもが体力的に
も時間的にもクタクタになってしまっている。週休２日制、元に戻してほしい。

小学校に入学してからすぐ東学童保育所に預かっています。子どもが安心して帰ってくるところがあ
るというのは本当にありがたいです。学童の先生方にも感謝しています。

子どもが幼い頃の事を振り返った時、いつも思うのは経済的に苦しかったという事。現在は私もパート
に出て収入が増えたが、子どもが幼い頃は働くのが難しいです。今の大不景気に幼いお子さんをつ
れている若い夫婦を見ると頑張っているのだな～といつも思います。この不景気、少子化時代ならな
おさら、小さなお子さんがいる家庭への経済的援助（気軽にいつでも無料で預けられる託児所など）
を望みます。経済的な問題や環境などの問題が少しでも和らぎ、不安のない育児が可能ならいい。
そんな世の中ならいいと思います。

稚内は子どもが楽しめる施設や活動が少ないと思う。ふれあい公園は小学生には物足りないようで、
小学生位の子が遊べるところがない。自分たちが子どもの頃は、子ども会に（地区）に野球チームが
あったり、地域のつながりがあったが今はなくなってしまい、子ども達には住みづらくなったのかと思
う。このアンケートをみて子育て支援サービスが色々あるのを知った。市民にも知らないものが多いの
ではないか？自分は今パートで働いているが母子家庭で自分の親もまだ働いているので、何かあっ
た時、子どもを見てくれる人がいないので、フルタイムで働きたいができない。学童保育所も休日開所
してくれると仕事の選択肢の幅も広がると思うし、6年生まで預かってくれると非常に助かる。

障害（重度）があっても、学童など親が入らなくても通えるようにしてほしい。障害者のサービスがあり
ますが、障害児のサービスがなく親の負担が大きいです。「通いたい」と1年生入学時に言って「無理」
という返事をされもう6年生になります。6年間のうち何か話は進んでいるのでしょうか？毎日言い続け
なければ動いてくれないのでしょうか？たとえ重度であっても、子ども達との交わりができる場はない
のでしょうか？
今思えば子どもが小さい時は、自分も体力があり祖父母も元気で今よりも楽だった。（当時は大変と感
じていたが）小学校に入学すれば働きにも（パート）行けたし、お金も作れたしそのお金で家族の時間
も作れた。しかし、祖父母の病院通いや入院、死去により自分の時間はおろか、子育てが楽になった
とたん、祖父母へのサポートで手一杯。子どもは一人っ子で「楽でいいね」と言われるが、実際はその
分両親へのサポート、独身の兄のサポートと昔より苦しく、ストレスになっている。祖父母の介護は専
門のところでサポートを受けようとしたが、金額が高額で現実的ではなかった。年をとっていなくても病
気などで親は介護が必要になります。子どもが小さいくらいで何が大変なの？と私自身本音では思っ
ている。働けるだけ幸せだろうと思います。これから兄弟が少なく結婚しない人が増えると思います。
親のことは一人の肩にかかり、現実的には子育ての悩みよりつらいです。40歳代なのにこの先介護で
一生終わるのではないかと、つらくなります。

母子手当てがあって父子手当てがないのは何故なのか？
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学童保育所でお世話になっていますが、子どもの人数に対する指導員の数が足りないと思います。
放課後の子どもの生活、心の安定を保護者に代わって見て頂いているのですから優遇されるべきと
思います。頭の下がる毎日です。「支援」とは代わりに子育てをすることではないと思います。親の自
覚を促すことも必要ではありませんか。

市費投入教員について、担任を持たせず、あくまでも補助教員でお願いします。子どもの担任が2学
期から変わり気持ちが不安定になる経験をしました。

声問地区には学童保育所のようなものが無く、子どもが小さいうちからあれば母の就職ももっと変わっ
ていたのではないか。

私達のように、転勤族の場合近くに親類もいませんし、子供をいきなり預けられるような友人もいない
場合、サポートしてもらえる場所があるとありがたいです。我家には障害のある子供がいます。児童館
等は行きやすく助かっていますが、いざ何かあったときに預けるとなるとショートステイということになり
ますが、その場所や方法が良くわかりません。また障害児のデイサービスがあるといいと思います。

子供の通学時に地域の方々が見守ってくれているので親はいつも安心しています。東小は通学区域
が広く、登･下校には３０分ぐらいかかるのですごくありがたいです。
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本来は子供を育てる時間も十分にとりながら生涯仕事を続けられる社会が理想です。夜遅くまで施設
に預けて親が働くことができるとしても、子供にとっても親にとっても、社会にとってもいい方法だとは
思えません。できたら子供と夕飯を手作りして食べ、早い時間に寝かせることができる時間にどの家
の親も、帰宅できることが理想です。せめて小学生がいる家庭の親は夕方１７：００ごろから子育て休
暇をとれるような。夜２１：００にはふとんで子供と絵本をよんで静かにできるような、そんな国になって
ほしいです。自分の時代には間に合わなくてもいつか欧米のように、それが当たり前になるといいと思
います。こんなふうに実態調査を詳しくして下さって対策を考えようとして下さることに感謝していま
す。ただでさえ忙しいのにありがとうございます。

現在の稚内において充分満足していますが子供が遊べる施設がもう少しあると良いと思います。例え
ば声問の「ふれあい公園」のような所が近くにあると利用したいと思います。

子どもも大きくなり今はその必要はありませんが、かつて市立保育所でお世話になっていました。その
頃は月曜日～土曜日（昼まで）預かっていただいてましたが、家業が日曜日や土曜日が忙しく、でき
ればシフトを組んでいただいて土、日も保育所を開けていただければ助かったのになぁ、と今でも思
います。勤めているお母さんの職場が全て土、日休みをいただけるわけではないので、これは、その
必要を感じている方が少なからずいるのではないかと思います。入所の際、職場の状況等しっかりと
共通認識がなされれば、預けっぱなしを回避できると思いますし、それぞれの家庭で事情が違います
から月～土で充分ですとおっしゃってる方もいるでしょうが、もう少し柔軟に設定していただけるとあり
がたいと思います。これは学童でも同じです。学校のあるウィークデーは学校の友だちもいっしょに遊
べることが多いと思いますが、土、日で各家庭でお出掛けしたりと、むしろ、土、日に一人ぼっちという
子が淋しい思いをしたりするのでは？と思います。安心して居られる場所がいつもの場所（たとえば通
所していける保育所だったり学童だったり）だと良いと思います。

僻地の子供達にとって少しでも色々な子ども達とふれ合える機会を作って頂けたらと思います。土、
日、祭日にどこかの学校の体育館や教室を開放していただき地域の子どもはもちろん他校の希望す
る子どもが気軽に参加し、一緒に遊んだり学んだりする場などあると助かります。特に冬はなかなか外
にも出られず、お友達との家の距離も離れている為、自然とゲームばかりになる事が多々ある為。


